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12月の主な活動

	６日	第８回構成組織　　　
　　　書記長・事務局長会議

	８日	第１回労働条件委員会

	13日	第２回四役会議

	14日～15日
	 	全国一斉労働相談　　
　　　ダイヤルキャンペーン

	19日	第２回執行委員会

　

一
一
月
二
〇
日
、
新
潟
市
・

ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル
に
て
、
連
合

新
潟
は
新
潟
労
働
局
と
平
成
二

九
年
度
地
域
産
業
労
働
懇
談
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
楪ゆ
ず
り
は葉

局
長
か
ら

「
九
月
七
日
に
新
潟
県
働
き
方

改
革
共
同
宣
言
に
連
合
新
潟
か

ら
署
名
を
頂
き
感
謝
す
る
。
新

潟
県
の
雇
用
情
勢
は
好
調
で
あ

る
が
、
人
手
不
足
感
も
あ
り
、

忙
し
く
な
る
と
労
働
災
害
も
増

え
る
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き

新
た
な
問
題
へ
の
対
応
が
必
要

と
な
る
。」
な
ど
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。
牧
野
会
長
は
、

「
働
き
方
改
革
の
論
議
は
進
ん

で
い
る
が
、
長
時
間
労
働
や
賃

金
未
払
い
の
相
談
は
引
き
続
き

あ
る
。
来
年
四
月
に
は
契
約
社

員
の
無
期
転
換
が
施
行
さ
れ
る
。

誰
も
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
社
会
に
む
け
て
、
引
き
続

き
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
新
潟
労
働
局

か
ら
労
働
行
政
全
般
の
動
き
に

は
じ
ま
り
、
働
き
方
改
革
、
雇

用
環
境
・
均
等
行
政
、
労
働
基

準
行
政
、
職
業
安
定
行
政
の
取

り
組
み
と
課
題
に
つ
い
て
説
明

を
う
け
、
連
合
新
潟
か
ら
は
、

育
児
休
業
制
度
の
運
用
実
態
、

新
潟
労
働
局
と
の

地
域
産
業
労
働
懇
談
会

を
開
催

新春労働団体・友誼団体
「名刺交換会」

日時　2018年１月５日（金）
午後 ３時15分

場所　ＡＮＡクラウンプラザ
ホテル新潟

人
手
不
足
に
起
因
す
る
特
別
条

項
を
利
用
し
て
の
時
間
外
労
働

の
一
部
労
働
者
へ
の
偏
り
、
治

療
と
仕
事
の
両
立
支
援
制
度
と

会
社
休
業
規
則
の
乖
離
、
超
過

勤
務
実
態
把
握
の
難
し
さ
、
テ

レ
ワ
ー
ク
・
み
な
し
残
業
に
関

わ
る
問
題
、
人
事
制
度
構
築
に

関
す
る
助
成
制
度
な
ど
多
岐
に

渡
る
課
題
提
起
を
し
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
産
業
労
働
懇
談
会
は
毎

年
開
催
し
て
お
り
、
連
合
新
潟

は
今
後
も
県
内
で
働
く
労
働
者

の
立
場
に
た
っ
て
労
働
行
政
へ

の
意
見
反
映
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

　

一
二
月
六
日
、
新
潟
市
・
東

映
ホ
テ
ル
に
て
第
八
回
構
成
組

織
書
記
長
・
事
務
局
長
会
議
を

開
き
ま
し
た
。
会
議
に
は
二
〇

人
が
出
席
し
、
春
季
生
活
闘
争

を
は
じ
め
今
後
の
取
り
組
み
事

項
の
確
認
や
、
第
四
次
男
女
平

等
参
画
推
進
計
画
を
ふ
ま
え
た

女
性
組
合
員
の
青
年
委
員
会
・

女
性
委
員
会
へ
の
役
員
選
出
に

つ
い
て
の
呼
び
か
け
、
各
組
織

の
状
況
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
は
新
潟
県
総
合

生
協
に
よ
る
産
別
推
進
会
議
が

開
催
さ
れ
、
総
合
生
協
共
済
や

コ
ー
プ
ク
ル
コ
に
つ
い
て
の
説

明
を
聞
き
ま
し
た
。
労
働
者
福

祉
中
央
協
議
会
よ
り
山
本
幸
司

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
招
待
さ
れ
、

『
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
か

　

一
二
月
八
日
、
新
潟
市
・
勤

労
福
祉
会
館
に
て
第
一
回
労
働

条
件
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
二
〇
一
八
春
季

生
活
闘
争
方
針
（
案
）
の
論
議

を
は
じ
め
る
上
で
必
要
と
な
る

県
内
の
経
済
情
勢
、
雇
用
情
勢

の
デ
ー
タ
を
確
認
し
た
ほ
か
、

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
よ
る
現

金
給
与
総
額
や
労
働
時
間
の
調

査
結
果
、
地
域
ミ
ニ
マ
ム
運
動

と
し
て
各
加
盟
組
合
か
ら
提
出

し
て
も
ら
っ
た
賃
金
デ
ー
タ
を

集
計
・
分
析
し
た
結
果
を
確
認

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

　

一
二
月
九
日
、
連
合
新
潟
は

新
潟
市
内
に
て
、
民
進
党
新
潟

県
連
と
第
二
四
回
定
期
協
議
を

開
催
し
ま
し
た
。
連
合
新
潟
か

ら
は
牧
野
会
長
を
は
じ
め
、
一

〇
人
が
出
席
、
民
進
党
新
潟
県

連
か
ら
は
大
渕
代
表
職
務
代
行
、

黒
岩
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
一

三
人
が
出
席
し
、
両
組
織
の
新

体
制
を
報
告
し
た
あ
と
、
意
見

春
季
生
活
闘
争
論
議
ス
タ
ー
ト

連
合
新
潟
構
成
組
織
の

書
記
長
・
事
務
局
長
が
集
う

新潟県の最低賃金が10月１日から778円となったことに続き、特定（産業別）
最低賃金の３業種についても審議がすすめられ、下記のとおり決定しました。
▼新潟県の最低賃金

適用の範囲 最低賃金額〔時間額〕
（対前年比） 効力発生日

新潟県内に働くすべての労働者
に適用 778円（＋25円）2017年10月１日

▼特定（産業別）の最低賃金

適用業種 最低賃金額〔時間額〕
（対前年比） 効力発生日

各種商品小売業
（�衣食住にわたる商品を小売り
する百貨店、総合スーパー等）

810円（＋10円）2017年12月31日

10月25日�第３回専門部会において（全会一致）

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器
具、製造業
（�電球製造業及び電気計測器製
造業を除く）

870円（＋18円）2017年12月21日

10月23日�第３回専門部会において（全会一致）

自動車（新車）、自動車部分品、
附属品小売業 877円（＋18円）2017年12月29日

10月30日�第３回専門部会において（全会一致）

＊適用除外業務および年齢など、最低賃金に関するお問い合わせは、連合新潟または、
新潟労働局賃金室、最寄りの各労働基準監督署まで

特定（産業別）最低賃金が決定
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
連
合
新
潟

は
第
二
七
回
定
期
大
会
で
確
認

し
た
次
期
統
一
地
方
選
挙
へ
の

対
応
（
政
策
実
現
に
向
け
た
政

治
活
動
の
強
化
に
つ
い
て
）
の

説
明
を
行
い
、
民
進
党
新
潟
県

連
は
、
民
進
党
地
方
組
織
の
維

持
・
存
続
に
か
ら
み
、
党
本
部

方
針
の
説
明
、
県
内
総
支
部
の

代
表
者
、
事
務
所
異
動
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

と
連
合
本
部
闘
争
方
針
（
一
二

月
五
日
・
第
七
十
六
回
中
央
委

員
会
確
認
）
を
踏
ま
え
、「
底

上
げ
・
底
支
え
」「
格
差
是
正
」

「
大
手
追
従
・
大
手
準
拠
な
ど

の
構
造
を
転
換
す
る
運
動
」
の

継
続
的
取
り
組
み
、「
す
べ
て

の
労
働
者
の
立
場
に
た
っ
た
働

き
方
」
実
現
へ
の
取
り
組
み
を

基
本
的
な
考
え
方
と
し
、
賃
金

引
上
げ
要
求
は
、
定
期
昇
給
分

を
含
め
４
％
程
度
と
す
る
方
針

案
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
二
〇
一
八
年
二
月

八
日
開
催
の
第
六
一
回
地
方
委

民進党県連と
次期選挙に向けた

対応を確認

2018

ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム

へ
～
職
域
・
地
域
で
社
会
的
労

働
運
動
・
自
主
福
祉
運
動
を
推

進
し
よ
う
！
～
』
と
い
う
題
目

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
将
来

の
超
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
危

惧
や
、
そ
れ
に
向
け
た
組
合
活

動
・
日
本
社
会
の
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
参
加
者
全
員
が
真
剣

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

員
会
に
て
春
季
生
活
闘
争
方
針

を
確
認
し
、
本
格
的
に
春
闘
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
連
合
新
潟
、

構
成
組
織
、
地
域
協
議
会
、
加

盟
組
合
の
一
体
と
な
っ
た
運
動

で
春
季
生
活
闘
争
を
盛
り
上
げ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
第
四
八
回
衆
議
院
選

挙
の
結
果
を
受
け
、
連
合
新
潟

推
薦
の
衆
議
院
議
員
四
人
と
第

六
区
総
支
部
梅
谷
支
部
長
と
の

連
携
を
深
め
る
こ
と
を
確
認
し
、

当
面
の
選
挙
対
策
と
し
て
、
新

潟
市
長
選
挙
（
二
〇
一
八
年
一

〇
月
）、
統
一
地
方
選
挙
（
二

〇
一
九
年
四
月
）、
参
議
院
選

挙
（
二
〇
一
九
年
七
月
）
に
つ

い
て
も
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
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お
酒
が
弱
い
。
飲
み
続
け
れ
ば
強
く
な
る
と
い

う
言
い
伝
え
は
知
っ
て
い
る
が
、
毎
度
の
よ
う
に

体
調
を
崩
し
て
ま
で
強
く
な
り
た
い
と
は
思
わ
な

い
。

　
「
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」
は
悪
酔
い
す
る
と
い
う
言
い

訳
が
た
ま
に
聞
こ
え
て
く
る
が
、「
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」

に
よ
る
悪
酔
い
の
原
因
は
、
実
は
単
な
る
飲
み
過

ぎ
だ
そ
う
だ
。
酒
を
変
え
る
こ
と
で
リ
セ
ッ
ト
し
た
感
覚
に
な
り
、

つ
い
つ
い
飲
み
過
ぎ
て
し
ま
う
の
が
「
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
」
の
正
体
ら

し
い
。

　

年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
。
体
調
を
崩
す
と
、
一
緒

に
飲
ん
で
い
る
人
ま
で
気
分
が
悪
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
お
酒
は
適
度
に
美
味
し
く
楽
し
く
飲
み
ま
し
ょ
う
。

�

（
８
：
２
で
猫
派
）

11月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�11月のアンケートは「冬に入り、車のタイヤ

は誰が交換していますか？」でした。
　結果は、「お店に頼む」に多くの票が集まりました。
安心・安全・手間を考えたらやっぱりお店が一番です
かね。（代金もそんなに高くないですし）。スタッドレ
スになっても安全運転を心がけていきましょう。
　さて、12月～１月のＨＰアンケートは、連合新潟
が毎月発行しているこの機関紙『連合新潟』に関して
です。投票をお待ちしています！

ＪＣＭ

第16回総会
を開催

食
と
環
境

�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
会
議 
in 
福
井

2018

　

一
一
月
二
五
日
、
新
潟
市
・

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
新
潟
に
て
、

Ｊ
Ｃ
Ｍ
新
潟
県
連
絡
会
（
連
合

新
潟
金
属
部
門
連
絡
会
）
の
第

一
六
回
定
期
総
会
・
秋
季
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
三
八
人
が
出
席
し
、

総
会
議
長
に
は
羽
賀
副
代
表
幹

事
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
新
潟
）
が
就
任
し

ま
し
た
。
開
会
あ
い
さ
つ
で
は

梅
野
代
表
代
行
幹
事
（
電
機
連

合
）
よ
り
、
先
の
衆
議
院
選
挙

や
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て
の
現

状
報
告
の
後
、
働
き
方
改
革
に

つ
い
て
Ｊ
Ｃ
Ｍ
産
別
間
の
さ
ら

な
る
連
携
・
協
力
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た

春
闘
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

働
く
人
達
へ
の
賃
上
げ
波
及
が

で
き
る
よ
う
各
組
織
が
力
を
入

れ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

来
賓
の
米
山
副
会
長
（
電
力

総
連
）
か
ら
は
、
産
業
の
根
幹

と
な
る
も
の
づ
く
り
や
特
定
最

賃
へ
の
取
り
組
み
に
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、
連
合
と
し
て

の
組
織
拡
大
と
政
治
活
動
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
二
〇
一
七
年
度

の
活
動
報
告
・
決
算
報
告
と
二

〇
一
八
年
度
の
活
動
方
針
・
予

算
案
お
よ
び
役
員
新
体
制
に
つ

い
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、

　

一
一
月
一
二
日
、
新
潟
県
・

食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
略

称
：
食
ネ
ッ
ト
）
は
、
長
岡
市

ふ
る
さ
と
農
業
体
験
セ
ン
タ
ー

「
農
の
駅
あ
ぐ
ら
っ
て
長
岡
」

に
て
現
地
視
察
研
修
会
と
第
二

回
幹
事
会
を
開
き
ま
し
た
。
食

ネ
ッ
ト
は
連
合
新
潟
と
新
潟
県

総
合
生
協
で
構
成
さ
れ
、
食
の

安
全
・
安
心
の
確
立
に
向
け
た

諸
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
幹
事
会
で
食
ネ
ッ

ト
第
一
〇
回
総
会
に
む
け
て
の

打
合
せ
を
実
施
し
、
そ
の
後
、

現
地
視
察
研
修
会
と
し
て
こ
ん

に
ゃ
く
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

現
地
の
講
師
に
教
わ
り
な
が
ら

作
り
、
参
加
者
は
出
来
上
が
っ

た
こ
ん
に
ゃ
く
を
持
ち
帰
り
、

自
宅
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
一
一
月
一
七
日
か
ら

一
八
日
、
熊
本
県
熊
本
市
に
て

第
四
九
回
食
と
み
ど
り
、
水
を

守
る
全
国
集
会
が
開
催
さ
れ
、

食
ネ
ッ
ト
か
ら
一
一
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

集
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
火
の

国
か
ら
燃
え
る
思
い
を
！
が
ま

だ
し
築
こ
う
共
生
の
環
～
食
み

ど
り
水
の
復
興
を
め
ざ
し
て

～
』
と
題
さ
れ
、
初
日
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
二
〇
一
六
年
に

発
生
し
た
熊
本
地
震
の
復
旧
・

復
興
の
過
程
で
見
え
て
き
た
課

題
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
五
つ
の
分
科
会
に

分
か
れ
、
水
俣
病
や
農
業
政
策
、

環
境
問
題
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

内
容
で
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

一
二
月
八
日
、
福
井
県
福
井

市
に
て
二
〇
一
八
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
女
性
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
は
新
潟
・

富
山
・
石
川
・
福
井
の
四
県
で

構
成
さ
れ
、
全
体
で
二
四
人
が

出
席
し
、
連
合
新
潟
女
性
委
員

会
か
ら
は
倉
田
委
員
長
、
細
川

事
務
局
長
、
高
橋
事
務
局
次
長

の
三
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
ま

た
、
連
合
本
部
か
ら
井
上
総
合

男
女
・
雇
用
平
等
局
長
、
黒
田

雇
用
平
等
局
長
、
小
倉
男
女
平

等
局
次
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

本
部
か
ら
の
報
告
事
項
で
は
、

春
季
生
活
闘
争
に
お
け
る
男
女

平
等
課
題
の
二
〇
一
七
年
度
の

総
括
と
、
二
〇
一
八
年
度
の
取

り
組
み
事
項
、
第
四
次
男
女
平

等
推
進
計
画
の
進
捗
状
況
や
国

会
や
各
法
案
の
動
向
に
つ
い
て

2017年末一時金 連合新潟第２回集計結果
 （12月12日現在）

＜年末一時金 回答・妥結集計結果＞
年間（夏冬）妥結の年末分と年末（今季）回答妥結組合で
昨年との比較が可能な組合の集計結果
　額 集 計：73組合（13,881人）
　月数集計：92組合（20,861人）

◎組合員１人平均（加重平均）
� 　　　額：508,454円	 月数：2.04ヶ月
� 昨年　額：495,909円� 月数：2.02ヶ月

（昨年との差　額：＋12,545円、月数：0.02ヶ月）
◎組合平均（単純平均）
� 　　　額：438,783円	 月数：1.90ヶ月
� 昨年　額：420,873円� 月数：1.85ヶ月

（昨年との差　額：17,910円、月数：0.05ヶ月）
☆調査対象組合375組合（73,159人）中、155組合（30,069人）
が回答妥結した（年間妥結の年末分含む）。

　＜年末一時金要求集計結果（今季交渉分のみ）＞
【額集計】

組合数 人数 2017年 2016年同時期
組合員１人平均
� （加重平均）

54 7,876
610,794 614,530

組合平均
� （単純平均） 521,215 538,334

【月数集計】
組合数 人数 2017年 2016年同時期

組合員１人平均
� （加重平均）

91 12,455
2.36 2.34

組合平均
� （単純平均） 2.21 2.24

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
各
県
か

ら
の
活
動
報
告
と
意
見
交
換
で

は
、
構
成
組
織
か
ら
の
女
性
役

員
の
選
出
が
少
な
い
実
態
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
女
性
役
員

の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を

引
き
続
き
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

梅
野
新
代
表
幹
事
の
あ
い
さ
つ

に
よ
り
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
秋
季
研
修
会
で
は

鷲
尾
英
一
郎
衆
議
院
議
員
を
講

師
に
招
き
、『
内
外
の
諸
情
勢

と
二
大
政
党
政
治
の
行
方
』
と

い
う
題
目
で
講
演
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。


